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「ウェブサイト等のセキュリティに関する調査」に関するよくある質問と回答 

 

 

拝啓 貴社ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は、重要な会社情報の適時かつ適切な開示に御高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、当取引所は、先日「『ウェブサイト等のセキュリティに関する調査』へのご回答の

お願い」（平成２５年３月１２日 名証自規Ｇ第３号）をご通知申し上げましたが、その後、

回答方法等につきまして多くのご質問が寄せられましたので、「別紙」のとおりご回答にあ

たってのＦＡＱをとりまとめ、ご通知申し上げます。 

 

なお、一部の報道機関において、一部の上場会社が、会社情報の公表に備えて自社ホー

ムページの管理サーバーに当該情報を保存していたところ、複数の投資家がそれを公表前

に閲覧していたとの報道がありました。上場会社又は上場投資法人においてこうした状況

を回避するためには、そもそも公表予定時刻前に公開ディレクトリに公表資料を保存しな

い、あるいは、ユーザー認証やパスワードによるアクセス制限などのアクセスコントロー

ルを行うといった対策が有効でございますので、自社の状況をまだご確認されていないと

ころにつきましては、至急、ご確認のうえ、必要なご対応を実施くださいますようにお願

い申し上げます。 

 

最後となりますが、本通知と行き違いで、既にご確認等されている場合は、何卒ご容赦

ください。 

 

敬 具 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問合せ先】 
株式会社名古屋証券取引所 
自主規制グループ（上場監理担当） 

TEL：０５２－２６２－３１７４ 
E-mail：syoken@nse.or.jp 



 
 

 

 

 

 

 

Ａ．「公開ディレクトリ」とは、ウェブサーバー内のディレクトリ（フォルダ）のうち、

インターネットを経由して外部者からのアクセスが可能なディレクトリ（フォルダ）の

ことをいいます。ご質問のケースでは、外部からアクセスされるとことということです

ので、公開ディレクトリに該当します。 

  公表資料を、公表時刻より前にここに保存しているのであれば、Ｑ２を「はい」とご

回答のうえ、アクセス制限をしているということですので、Ｑ３を「（ａ）ユーザ認証や

パスワードによるアクセス制限を行っている」としてご回答ください。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ．当該テストページについて外部者からのアクセスが可能である場合、例えば、外部の

インターネット環境から当該テストページのＵＲＬを指定することでアクセスできる場

合は、「公開ディレクトリに保存する運用を行っている」ことになりますので、Ｑ２は「は

い」とご回答ください。 

  そして、Ｑ３については、当該テストページに対して「ユーザ認証やパスワードによ

るアクセス制限を行っている」場合は（ａ）、「その他の方法によりアクセスコントロー

ルを行っている」場合は（ｂ）、「アクセスコントロールは行っていない」場合は（ｃ）

としてご回答ください。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ．アドレス（ＵＲＬ）を推測困難なものとするだけでは何らかの方法により探知される

可能性があるため、アクセスコントロールとしては十分ではないと考えられます。そも

そも公表予定時刻前には公開ディレクトリに公表資料を保存しない、あるいは、ユーザ

認証やパスワードによるアクセス制限などのアクセスコントロールを行うといった対策

を至急実施してください。 

  Ｑ３については（ｃ）をご選択のうえ、Ｑ４にもご回答ください。 

 

別 紙 

Ｑ１．「公開ディレクトリ」が何かを教えてください。例えば、外部からアクセス

されるところであっても、アクセスコントロールをして制限している場合は、公開

ディレクトリになるのでしょうか。 

Ｑ２．当社は、公表資料を公表予定時刻より前にテストページにアップし、公表時

刻と同時に本番ページにアップする運用を行っています。この場合でも、「公表資

料を、公表予定時刻より前に「公開ディレクトリ」に保存する運用を行っている」

ことになるのでしょうか。 

Ｑ３．当社は、公表資料を公表予定時刻より前に「公開ディレクトリ」に保存する

運用を行っていますが、外部者が容易に閲覧できないようＵＲＬを推測困難なもの

としています。この場合、「何らかのアクセスコントロールを行っている」ことに

なるのでしょうか。 



 
 

 

 

 

 

 

Ａ．有効なアクセスコントロールを導入するまでの間は、公表資料の公開ディレクトリへ

の保存及び自社のウェブサイト等への掲載を、TDnet（適時開示情報伝達システム）に公

表する時刻より後に行うこととするなどの対応が考えられます。 

 

 

 

 

 

Ａ．公表資料のウェブサイト等の掲載を外部業者等に委託している場合は、必ず、委託先

に「公表資料を、公表予定時刻より前に公開ディレクトリに保存しているか」、「もし、

公表予定時刻より前に公開ディレクトリに保存している場合は、どのようなアクセスコ

ントロールを行っているのか」といった状況をご確認のうえ、ご回答ください。 

 

 

 

 

Ａ．再度メールにてご回答ください。 

 

 

 

 

Ａ．情報取扱責任者とする必要はございません。ご回答頂いた内容について照会させてい

ただく場合がございますので、窓口となる方をご記載ください。 

 

以 上 

 

Ｑ４．当社は、公表資料を公表予定時刻より前に「公開ディレクトリ」に保存する

運用を行っていますが、現状ではアクセスコントロールは行っていません。今後、

ユーザ認証やパスワードによるアクセス制限を導入することを検討していますが、

当面の対応としてはどのようにすればよいでしょうか。 

Ｑ５．当社は、ＩＲ情報の自社ホームページへの掲載は、外部業者に委託していま

すが、回答はどのようにすればよいでしょうか。 

Ｑ６．一度回答した内容を修正したい場合にはどうすればよいでしょうか。 

Ｑ７．回答の際、「担当者（連絡者）」は情報取扱責任者とする必要はありますか。 


